医薬品化学　確認反応
○コリン作動薬（アセチルコリン、ベタネコール）、　　　　　（ｐ.169）

アセチルコリン転換薬（プロパンテリン、メチルベナクチジウム、メペンゾラートなど）
KOHを加えると加水分解しリトマス青変させるガスが発生。
○１）エピネフリン型（フェノール性OH基と2‐アミノアルコール部を持つもの）
エピネフリン、フェニレフリン、イソプレナリン、テルブタリン、プロカテロールなど

２）エフェドリン型（2‐アミノアルコール部のみ持つもの）

エフェドリン、メチルエフェドリン、ツロブテロールなど（p.200）
・フェノール性OH基の確認

ⅰ）FeCl3を加えると呈色する。
カテコール型（ノルエピネフリン、ドパミン、エピネフリン）：緑色
フェニレフリン、エチレフリンなど：紫色
ⅱ）I2を加えると赤色に呈色する。（Adrenochrome（アドレノクロン）形成反応）
・2-アミノアルコール部の確認反応
ⅰ）Hydramine分解

NaOHを加え加熱するとリトマス青変させガスが発生。

ⅱ）schmidt反応

KMnO4とNaOHを加えるとベンズアルデヒドのにおいがする。
　ⅲ）長井反応
CuSO4／NaOHで銅錯体を形成し青～紫色になる。
○モルヒネおよび関連アルカロイド（p.214）
ⅰ）Marquis反応（マーキス反応）：ホルマリン硫酸を加えると呈色する。
赤紫→紫色　　　：モルヒネ、コデイン、ジヒドロコデイン、ペンタゾシン
濃黄→赤紫→青紫：オキシコドン（これだけ異なる反応が見られる。）

ⅱ）Mecke反応（メッケ反応）：亜セレン酸-硫酸を加えると呈色する。

（モルヒネ、コデインの区別に使用される）

黄色→緑色　　：モルヒネ
緑→青→暗黄緑：コデイン
ⅲ）Mlodecka反応（モルデッカ反応）：モルヒネに特異的な反応。
α-nitoroso-β-naphtholとKNO3を加えて加熱した後、NaNO2を加えCHCl3を

加えると水層が濃赤紫を呈す。（フェノールのパラ位に置換基があると呈色）

○抗ヒスタミン薬　（p.228）
・ジフェンヒドラミン：濃硫酸により呈色する。
○フェノチアジン系向精神薬　（p.241）
クロルプレマジン、レボメプロマジン、チオリダジン、プロクロルペラジン、ペルフェ

ナジン、プロメタジン、アリメマジン

フェノチアジン環は、光によって変化を受けて着色しやすく、酸化されやすい。

また電荷移動錯体を作りやすいので酸化剤、強酸で呈色する。
ⅰ）濃硫酸やHNO3で呈色（赤色）
ⅱ）FeCl3で呈色する（赤～暗赤褐色）
○ステロイド（p.269）
ⅰ）Kober反応（コーベル反応）
濃硫酸を加えると呈色する。

ⅱ）Liebermann反応（リーベルマン反応）
ステロイド骨格にOH基かC=C結合がある場合のみ、用いられる。

・ステロイドを無水酢酸に溶かし濃硫酸を加えると呈色。
・ステロイドをクロロホルム（CHCl3）に溶かし無水酢酸と濃硫酸を加えると呈色。

ⅲ）Zimmermann反応：ケトステロイド（男性ホルモン、黄体ホルモン、副腎皮質ホルモ

ン）の反応
試料のアルコール溶液にm-dinitrobenzeneとKOHを作用させると紫色に呈する。

ⅳ）α-ケトール基の検出（副腎皮質ホルモン）
硫酸銅のアルカリ性酒石酸塩溶液と加熱すると酸化第一銅（赤色）の沈殿が析出する。

ⅴ）Kell-kiliani反応（ジギタリス配糖体）：ジギトキソースに起因している。
塩化鉄（Ⅲ）六水和物の酢酸溶液に溶かし、硫酸を加えると二層になり、

境界面は赤みの帯びない褐色の輪帯、上層部は青→緑になる。
＜確認反応の試薬＞

１．塩化第二鉄（FeCl3）で呈色するもの：フェノール性水酸基の検出

エピネフリン、ノルエピネフリン、フェニレフリン、エチレフリン、イソプレナリン、

テルブタリン、オルシプレナリン、ホルモテロール、プロカテロール、サルブタモール、

ドパミン、ドブタミン、フロプロピオン
２．臭素試液を加えると色が消える：二重結合の検出

アルプレノロール、オクスプレノロール、グアネチジン、ナロキソン、レバロルファン、

ファモチジン、シメチジン、シクロヘプタジン、アミトリプチン、ノルトリプチン
３．亜硝酸ナトリウム（NaNO２）、津田試薬（シュウ酸N-（１－ナフチル）-N-ジエチルエ

チレンアミン）を加えると呈色するもの。

：芳香族第一アミンの検出（ジアゾカップリング反応）

アミノ安息香酸エチル、プロカイン、プロカインアミド、オキシブプロカイン
４．銅網を使い炎色反応をすると特有の色の炎がでる。

：ハロゲン（F以外）の検出（特にCl）

ツロブテロール、ブプラノロール、クロニジン、グアナベンズ、クロフェダノール、ホ

ルホクロルシクリジン、クロルフェニラミン、クレマスチン、チアラミド、プロクロル

ペラジン、クロカプラミン、ペルフェナジン、クロミプラミン、アモキサピン、ケタミ

ン、メトクロプラミド、クロルフェネシン
５．ヒドロキシルアミンとFe(ClO4)3を加えると呈色する。：カルボン酸の検出

メチルドパ、レボドパ
６．アリザリンコンプレキソンで呈色するもの。：Fの検出

ハロペリドール、ドロペリドール、フルオキシメステロン、トリアムシノロン、トリア

ムシノロンアセトニド、フルオロメトロン、ベタメタゾン、フルオシノイド、デキサメ

タゾン、フルオシノロンアセトニド
７．2,6-ジブロムキノンクロルイミド

パラ位に置換基がないフェノールの反応

